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映
画
評 

２
０
１
７
レ
ビ
ュ
ー 

私
的
な
素
敵
な
シ
ネ
マ
２
０
１
７ 

井
上
静
夫 

同
人
誌
主
宰 

 

２
０
１
７
年
の
映
画
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
洋
画
は
全
世
界
待
望
と
謳

わ
れ
た
『
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
～
最
後
の
ジ
ェ
ダ
イ
』
や
『
美
女
と
野
獣
』
が
、

邦
画
は
『
メ
ア
リ
と
魔
女
の
花
』
を
始
め
と
す
る
ア
ニ
メ
が
巷
間
を
騒
が
せ

た
。
２
０
１
７
年
の
映
画
と
い
っ
て
も
、『
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』
は
40
年
も

前
か
ら
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
あ
り
、『
美
女
と
野
獣
』
や
『
メ
ア
リ
と
魔
女
の

花
』
に
し
て
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
ジ
ブ
リ
の
作
品
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
延
長
線

上
に
あ
る
作
品
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
年
月
を
経
て
も
相
変
わ
ら
ず
の
傾
向
で

あ
る
と
の
印
象
は
ど
う
し
て
も
拭
い
き
れ
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。 

 

そ
ん
な
流
行
の
作
品
と
は
一
線
を
画
し
、
ひ
そ
か
に
上
映
さ
れ
る
地
味
な

映
画
に
も
目
を
向
け
て
き
た
筆
者
が
、
２
０
１
７
年
に
観
た
映
画
を
総
括
す

る
と
と
も
に
、
お
気
に
入
り
の
作
品
に
つ
い
て
ご
案
内
し
て
み
よ
う
と
思
う
。 

（
洋
画
） 

① 

『
パ
タ
ー
ソ
ン
』（
ジ
ム
・
ジ
ャ
ー
ム
ッ
シ
ュ 

米
） 

② 

『
オ
ン
・
ザ
・
ミ
ル
キ
ー
・
ロ
ー
ド
』（
エ
ミ
ー
ル
・
ク
ス
ト
リ
ッ
ツ
ァ 

セ
ル
ビ
ア
・
英
・
米
） 

③ 

『
人
類
遺
産
』（
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ゲ
イ
ハ
ル
タ
ー 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
独
・

仏
） 

④ 

『
人
生
タ
ク
シ
ー
』（
ジ
ャ
フ
ァ
ル
・
パ
ナ
ヒ 

イ
ラ
ン
） 

⑤ 

『
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
』（（
ロ
ウ
・
イ
エ 

中
・
仏
） 

⑥ 

『
草
原
の
河
』（
ソ
ン
タ
ル
ジ
ャ 

中
） 

⑦ 

『
鉱ARAGANE

』（
小
田
香 

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
・
日
） 

⑧ 

『
立
ち
去
っ
た
女
』（
ラ
ヴ
・
デ
ィ
ア
ス 

フ
ィ
リ
ピ
ン
） 

⑨ 

『
笑
う
故
郷
』
（
（
ガ
ス
ト
ン
・
ド
ゥ
プ
ラ
ッ
ト 

マ
リ
ア
ノ
・
コ
ー
ン 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ス
ペ
イ
ン
） 

⑩ 

『
エ
ン
ド
レ
ス
・
ポ
エ
ト
リ
ー
』（
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ホ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー 

仏
・
チ
リ
・
日
） 

（
邦
画
） 

① 

『
光
』（
河
瀬
直
美
） 

② 

『
無
垢
の
祈
り
』（
亀
井
亨
） 

③ 

『
ニ
コ
ト
コ
島
』（
大
力
拓
哉
・
三
浦
崇
志
） 

④ 

『
サ
ロ
メ
の
娘 

ア
ナ
ザ
サ
イ
ドin progress

』（
七
里
圭
） 

⑤ 

『
息
の
跡
』（
小
森
は
る
か
） 

⑥ 

『
右
目
と
左
目
で
見
る
夢
（
短
編
集
）』（
山
村
浩
二
） 

⑦ 

『
映
画 

夜
空
は
い
つ
で
も
最
高
密
度
の
青
空
だ
』（
石
井
裕
也
） 

⑧ 
『At the ter

race 

テ
ラ
ス
に
て
』（
山
内
ケ
ン
ジ
） 

⑨ 
『
彼
女
が
そ
の
名
を
知
ら
な
い
鳥
た
ち
』（
白
石
和
彌
） 

⑩ 

『
あ
ゝ
荒
野
』（
岸
善
幸
） 

注 

カ
ッ
コ
内
は
監
督
名
と
制
作
国
（
洋
画
の
み
） 
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洋
画
で
は
こ
の
他
、『
壊
れ
た
心
』『
ゴ
ッ
ホ
最
期
の
手
紙
』『
ブ
レ
ン
ダ
ン

と
ケ
ル
ズ
の
秘
密
』『
十
年
』『
午
後
８
時
の
訪
問
者
』『
セ
ー
ル
ス
マ
ン
』『
残

像
』『
お
ク
ジ
ラ
さ
ま
』『
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
』『
サ
ー
ミ
の
血
』
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
邦
画
も
こ
の
他
、『
夜
間
も
や
っ
て
る
保
育
園
』『
彼
女
の
人
生
は
間

違
い
じ
ゃ
な
い
』『
三
度
目
の
殺
人
』『
い
ぬ
む
こ
い
り
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。 

 

以
上
は
劇
場
初
公
開
作
品
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、
タ
ル
コ
フ
ス
キ

ー
、
ユ
ー
リ
・
ノ
ル
シ
ュ
テ
イ
ン
、
七
里
圭
作
品
の
特
集
が
見
ら
れ
た
の
が

う
れ
し
い
。
最
近
、
旧
作
品
が
デ
ジ
タ
ル
リ
マ
ス
タ
ー
化
さ
れ
る
お
か
げ
で
、

映
画
館
で
再
び
観
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
映
画
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
は
何
よ
り
で
あ
る
。
特
集
上
映
以
外
で
は
『
牯
嶺
街
少
年
殺
人

事
件
』（
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヤ
ン
）
や
『
ゴ
ン
ド
ラ
』（
伊
藤
智
生
）
な
ど
も
観

ら
れ
、
幸
運
だ
っ
た
。 

 

洋
画
の
お
気
に
入
り
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
見
て
み
る
と
、
今
回
と
び
ぬ
け
て

好
み
の
作
品
と
い
っ
た
も
の
が
な
い
代
わ
り
、
粒
ぞ
ろ
い
の
作
品
が
ず
ら
り

と
並
ん
だ
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
①
か
ら
⑩
ま
で
ど
れ
が
①
に
な
っ
て
も
ど

れ
が
⑩
に
な
っ
て
も
遜
色
な
い
と
い
え
る
。
時
間
の
経
過
や
見
方
の
相
違
な

ど
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
、
お
気
に
入
り
度
合
い
は

拮
抗
し
て
い
る
。 

制
作
国
に
つ
い
て
も
、
一
覧
し
て
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
や
ア
ジ
ア
映
画
は
当
然
の
よ
う
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
入
っ
て
く
る
の
で

あ
る
が
、『
鉱

ARAGANE

』
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
や
、『
笑
う

故
郷
』
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
め
ず
ら
し
い
存
在
で
あ
る
。 

 

邦
画
の
お
気
に
入
り
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
今
回
特
に
多
彩
だ
っ
た
。
個
性
豊

か
な
作
品
が
目
白
押
し
、
充
実
し
た
作
品
群
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
実

力
派
監
督
の
作
品
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
映
画
と
い
わ
れ
る
監
督

作
品
ま
で
幅
広
い
こ
と
だ
。
特
に
『
ニ
コ
ト
コ
島
』
の
大
力
拓
哉
・
三
浦
崇

志
や
『
息
の
跡
』
の
小
森
は
る
か
な
ど
、
若
手
作
家
が
台
頭
し
、
卓
越
し
た

映
画
作
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
邦
画
の
未
来
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ

れ
は
２
０
１
７
年
の
収
穫
で
あ
る
。 

 

洋
画
・
邦
画
を
通
じ
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
健
闘

し
た
の
も
う
れ
し
か
っ
た
。
ド
ラ
マ
と
は
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
異
な
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
映
画
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て

く
れ
る
。 

 

個
々
の
作
品
に
目
を
移
し
て
み
よ
う
。
洋
画
の
『
パ
タ
ー
ソ
ン
』
は
地
味

な
小
品
で
あ
る
の
に
と
り
わ
け
光
っ
て
い
た
。
淡
々
と
し
た
展
開
な
が
ら
心

に
響
く
、
い
わ
ゆ
る
じ
わ
じ
わ
系
の
作
品
で
あ
る
。
逆
に
、『
オ
ン
・
ザ
・
ミ

ル
キ
ー
・
ロ
ー
ド
』
は
、
圧
倒
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
戦
争
を
も
笑
い
飛
ば
す

勢
い
で
人
生
を
謳
歌
し
て
い
て
対
照
的
だ
っ
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
も

同
じ
く
対
照
的
な
作
品
が
あ
っ
た
。
朽
ち
て
い
く
廃
墟
を
静
か
に
綴
る
『
人

類
遺
産
』
と
光
と
轟
音
で
見
せ
つ
け
る
『
鉱ARAGAN

E

』。
作
品
の
傾
向
は
異

な
る
が
ど
ち
ら
の
映
像
も
美
し
か
っ
た
。 

 

美
し
い
映
像
と
い
え
ば
『
草
原
の
河
』
も
そ
う
だ
。
言
葉
を
超
え
た
美
し

い
映
像
の
こ
の
映
画
、
中
国
映
画
と
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
人
に
よ
る



36 

チ
ベ
ッ
ト
映
画
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
同
じ
中
国
映
画
の

『
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
も
ま
た
盲
人
の
光
と
闇
を
独
特
の
色
彩
感

覚
で
描
き
、
秀
逸
で
あ
る
。 

 

洋
画
全
体
を
眺
め
て
み
る
と
『
草
原
の
河
』
と
『
鉱

ARAGANE

』
以
外
の

作
品
は
実
力
派
監
督
あ
る
い
は
定
評
あ
る
監
督
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
も
着
目
し
た
い
。
と
り
わ
け
、『
エ
ン
ド
レ
ス
・
ポ
エ
ト
リ
ー
』
の
ホ
ド
ロ

フ
ス
キ
ー
は
87
歳
、『
残
像
』
の
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
は
90
歳
の
と
き
の

作
品
で
あ
る
。 

 

２
０
１
７
年
の
邦
画
は
多
彩
だ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
『
光
』
は
頭
ひ
と

つ
抜
き
出
た
感
が
あ
る
。
光
に
こ
だ
わ
り
、
音
に
も
、
リ
ア
ル
に
も
こ
だ
わ

り
、
孤
独
な
魂
の
結
び
つ
き
を
見
事
に
映
像
に
結
実
し
て
み
せ
た
。
こ
れ
以

外
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
眺
め
て
み
る
と
、
こ
れ
だ
け
作
風
の
異
な
る
映
画
が

並
ん
だ
年
も
め
ず
ら
し
い
。
例
え
ば
『
ニ
コ
ト
コ
島
』
と
『
息
の
跡
』
を
作

っ
た
若
手
監
督
は
と
も
に
目
か
ら
鱗
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
、
今
後
が
気
に

な
る
存
在
だ
。 

 

七
里
圭
作
品
は
期
待
通
り
純
度
の
高
い
実
験
的
芸
術
作
品
で
、
映
画
の
方

か
ら
観
客
を
選
ぶ
、
と
い
う
作
品
で
あ
っ
た
し
、
山
村
浩
二
作
品
も
短
編
集

な
が
ら
、
こ
れ
ま
た
コ
ア
な
フ
ァ
ン
に
は
垂
涎
モ
ノ
で
、
多
様
な
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
堪
能
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。 

詩
の
世
界
観
を
う
ま
く
す
く
い
取
っ
た
『
映
画 

夜
空
は
い
つ
で
も
最
高

密
度
の
青
空
だ
』
と
、
演
劇
的
手
法
が
冴
え
わ
た
っ
た
『At the terrace 

テ
ラ
ス
に
て
』
は
と
も
に
映
画
の
境
界
線
を
越
え
よ
う
と
す
る
意
欲
的
作
品

で
あ
っ
た
し
、『
あ
ゝ
荒
野
』
は
前
後
編
合
わ
せ
て
３
０
４
分
と
い
う
長
尺
な

が
ら
圧
倒
的
パ
ワ
ー
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
観
客
を
飽
き
さ
せ
な
か

っ
た
。
そ
の
反
対
に
、
閉
塞
感
と
や
り
き
れ
な
さ
だ
け
が
残
る
『
無
垢
の
祈

り
』
と
い
う
作
品
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
映
画
な
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら

れ
る
も
の
だ
っ
た
。 

２
０
１
８
年
が
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
想
像
で
き
な
い
が
、
ど
ん
な
年
に

な
ろ
う
と
私
的
に
素
敵
な
映
画
に
出
会
っ
て
、
ま
た
こ
う
し
て
み
な
さ
ん
に

ご
紹
介
で
き
る
よ
う
望
ん
で
や
ま
な
い
。 
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